
理容師しか出来ない技術

シェービングを

見直してみよう



カッティングとならんで

理容の主要な技術

顔の容姿を整えるための重要な技術である

技術だけではよいシェービングは出来ない

肌に対する知識と処置を知らなければならない



リラックスさせることで自律神経を整える

皮膚の生理機能を促進させる

専門家として理容師のみが行える技術

正しいシェービングを行うことが大切である

シェービングは...



皮膚小溝

皮膚小稜

毛根

立毛筋



皮膚構造



シェービング後の肌トラブル

① 肌がかさつく 乾燥する

② 毛穴が赤くなる

③ かゆみ 違和感がある

④ キズがつく

⑤ ブツブツができる



「ヒリヒリする」皮膚上のメカニズム

（要因）

強い力加減

素早く剃る

多重運行

（現象）

表皮1/4、

0.05mm以上

物理的に削ら

れる

（結果）

有棘層が露呈

して空気、

外気に触れる

（実感）

無出血のヒリヒ

リ感が生じる、

医学的に証明済



皮膚の感覚  ...  身体における感覚器官機能

技術者の手指の肌触り

               剃刀のあたり具合などを知覚する
① 触覚(圧覚)

② 温覚・冷覚 ラザーリングやスチーミングの際

刺激され温かさや冷たさを感じる

③ 痛覚 痛みを感じる感覚

 シェービングにはあってはならない感覚



シェービングの注意点

① 刃が鋭いので切りやすい

② 同じ部位を繰り返し剃らない

③ 必要以上に斜行運行をしない

④ 替え刃式レザーは弾力がない

⑤ 対皮角度、対皮圧力を小さくする

⑥ 添え手で引っ張りすぎないようにする







毛穴の大きさ

0.3mm
泡洗顔の良さ

濃密/濃厚

→ワンランク上の

高級感なイメージ

泡立て器を使用すると

0.058mm
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